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弘前学院大学社会福祉学部専任教員　2011年度の研究業績
＊
＊：以下においては、2012年度現在の本学部専任教員が2011年度（2011年 4 月～2012年 3 月）に発刊・
発表した研究業績（但し，編著書，学術論文，口頭発表のみ）を掲載する。掲載内容は各自の自己	
申告に基づく。また、掲載の順は五十音順である。
遠藤ゆり子（講師）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【著書】
1．『京郊圏の中世社会』
【口頭発表】
1．葛西・最上・黒川・白鳥
共著
単独
2011年 9 月
2011年12月
高志書院　187 ～ 223頁
公開シンポジウムin白石「南奥羽の戦国世界
～新発見！遠藤家文書に見る戦国大名の外交
～」（宮城県白石市にて）
小川幸裕（准教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【著書】
1．『社会的養護』
【論文】
1．「自律性の確保を契機とした
ソーシャルワーク課題の再形
成と実践観形成プロセスの検
討－独立型社会福祉士の活動
から－」
1．「狭間課題への対応と対価確
保のジレンマ形成プロセスに
関する実証的研究－独立型社
会福祉士の活動を通して－」
共著
単著
単著
2011年 7 月
2012年 3 月
2012年 3 月
全国社会福祉協議会，第 1章第 2節，13-24頁
弘前学院大学社会福祉学部研究紀要12号1-10
頁
北海道地域福祉研究，第15巻，41-51頁
西東克介（准教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【学術論文】
1．教育「制度」と文化の関係
―文化を永続する人間の指向・
行動パターン（教育行政理念）
の探求―
【口頭発表】
1．ワシントンD.C.自治体とバー
ジニア州政府・地方自治体
単著
単独
2012年 3 月
2012年 3 月
弘前学院大学地域総合文化研究所　編『地域
学』十巻、2012年 3 月（133 ～ 160頁）
比較地方自治研究会・財団法人自治体国際化
協会
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齋藤　繁（教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【学術論文】
1．三島由紀夫における最遠の
記憶
単著 2012年 3 月 弘前学院大学社会福祉学部研究紀要　第12号
　11-20頁
笹森建英（特任教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【編著書】
1．地域学十巻（編集）
2．錦風流尺八
3．津軽のイタコの経文・祭文
共著
共著
2011年3月＊
2012年 3 月
2012年 3 月
弘前学院大学地域総合文化研究所
青森県無形民俗文化財等保存活用委員会
青森県無形民俗文化財等保存活用委員会
＊：前号未登載分
高橋和幸（准教授：2012年 7 月着任）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【学術論文】
1．独居高齢者世帯の孤独死・
孤立死予防に対する官民協働
事業の理想的モデル構築に関
する研究（第 2報）
2．生涯学習ボランティアの活
動者にもたらされる福祉的効
果に関する実証研究（第 3報）
3．除雪ボランティアを通じた
互助・共助コミュニティの構
築に関する研究（その 3）
共著
共著
単著
2011年 7 月
2011年 7 月
2012年 3 月
『青森大学・青森短期大学研究紀要』第34巻 1
号　183 ～ 206頁
＊黒田義敬、大竹伸治、高橋和幸
『青森大学・青森短期大学研究紀要』第34巻 1
号　207 ～ 231頁
＊藤林正雄、大塚旭、高橋和幸
『ノースアジア大学総合研究センター教養・文
化論集』第 7巻 1号　183～193頁
藤岡真之（講師）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【口頭発表】
1．社会的消費者の年代による
特徴の違い――「多様化する
消費生活に関する調査」を通
して
単独 2011年 9 月 第84回日本社会学会大会
松本郁代（教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【著書】
1．社会福祉の成立と課題 共著 2012年 勁草書房
編集：井村圭壮・相澤譲治
執筆箇所：第 3章社会福祉の歴史第 1節　欧
米における社会福祉の歴史，17～22頁
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著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【学術論文】
1．東北研究からみえてきたも
の――「東北セツルメント」お
よび「東北更新会」を通して
2．慈善事業協力者としての本
多庸一
【口頭発表】
1．東北研究からみえてきたも
の――「東北セツルメント」お
よび「東北更新会」を通して
単著
単著
単独
2011年 9 月
2012年 3 月
2011年 5 月
社会事業史学会
『社会事業史研究』第40号，51～64頁
弘前学院出版会
『地域学』十巻，19～27頁
社会事業史学会第39回大会
共通論題（シンポジウム）：地域社会福祉史研
究の可能性と展望
𠮷岡利忠（教授）
著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
【著書】
1．小野先生と体力医学会
2．ガイトン生理学（訳）
3．人体機能生理学　第 5版第
2刷
【学術論文】
1 ．Responses	of	muscle	mass,	
strength	and	gene	transcripts	
to	 long-term	 heat	 stress	 in	
healthy	human	subjects.
2 ．大腿骨頸部骨折の機能的予
後について―保存療法と手術
療法の比較―
3．体力科学の発展と今後の展望
4 ．Absence	 of	 heat	 shock	
transcription	 factor	1	retards	
the	 regrowth	 of	 atrophied	
soleus	muscle	in	mice.
5 ．子どもを元気にする運動・
スポーツの適正実施のための
基本指針（提言）
6．現代社会における諸問題の
解決に貢献する健康・スポー
ツ科学の新展開―120歳まで元
気に生き抜くための身心一体
科学の提唱―（記録）
7．健康・スポーツ科学関連分
野の学術研究団体における男
女共同参画に関する調査結果
（第 2報）
8．Possible	role	of	NF-kβ	signals	
in	 heat 	 stress -associated	
increase	 in	protein	content	of	
cultured	C2C12	cells.
単著
共著
共著
共著
共著
単著
共著
共著
共著
共著
共著
2010年6月＊
2010年8月＊
2010年10月＊
2010年2月＊
2011年 5 月
2011年 5 月
2011年 8 月
2011年 8 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年10月
子どもの健康をもとめて指導者協議会出版
エルゼビア・ジャパンKK
南江堂出版
Eur.J.Appl.Physiol.,	111	:	17～27
日本医事新報，№4488　P60～63
日本体力医学会中国四国地方会の歩み　P146
J.Appl.Physiol.,	111	:	1142～1149
日本学術会議　健康・生活科学委員会
健康・スポーツ科学分科会　P1～54
日本学術会議　健康・生活科学委員会
健康・スポーツ科学分科会　P1～12
日本学術会議　健康・生活科学委員会
健康・スポーツ科学分科会　P1～28
Cell	Tissue	Organs,	194	:	363～370
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著書、学術論文等の名称 単著・共著等別
発行又は
発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
9．宇宙とからだ
10．健康・スポーツ科学および
教育分野における人対象の調
査・研究倫理
11．「本来の人間」に戻って自然
と触れ合う生活を
12．年頭のご挨拶
13．筋肉、きんにく、キンニク
14．編集後記
【口頭発表】
1．Heat	stress-associated	skeletal	
muscle	hypertrophy	and	gene	
expressions	in	healthy	human	
subjects.
2 ．健康・スポーツ科学および教
育分野における人対象の調査・
研究倫理
3．スポーツ心機能・心リズムへ
の影響
4．骨格筋組織における
adiponectin発現とその生理学
的意義に関する基礎的検討
5．筋核アポトーシスからみた熱
ストレス負荷、アスタキサン
チン投与ならびにそれらの組
み合わせによる筋萎縮抑制効
果について
6．骨格筋の形態的変化が筋細胞
膜術後タンパクの発現に及ぼ
す影響
7．骨格筋の萎縮と再荷重に伴う
マイクロRNA発現量の変化
8．男女共同参画社会における研
究者の育成。支援を考える（組
織者の立場から）
9．Effects	 of	 application	 of	
heat-stress	 for	prevention	of	
unloading-related	 atrophy	
and	stimulation	of	recovery	of	
skeletal	muscle.
10．学会の立ち上げによせて
11．Effects	of	heat	shock	
transcription	factor	1-deficiency	
on	 fiber	 type	 composition	 in	
mice	soleus	muscles.
単著
共著
単著
単著
単著
単著
共同
共同
共同
共同
共同
共同
共同
共同
共同
単独
共同
2011年11月
2011年12月
2012年 1 月
2012年 2 月
2012年 3 月
2012年 3 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年 9 月
2011年10月
2012年 3 月
2012年 3 月
比較文化研究，№99　P5
体力科学，第60巻 6 号　P895～915
En-ichi　 1 月号，№260　P8～11
体力科学，第61巻　 1号　P1
健康，2012年3月号　P42～47
日本ヒューマンケア科学会誌，Vol.5　№1　
P100
40th	European		Muscle	Conference	（Berlin）
第66回日本体力医学会（下関市）
第66回日本体力医学会（下関市）
第66回日本体力医学会（下関市）
第66回日本体力医学会（下関市）
第66回日本体力医学会（下関市）
第66回日本体力医学会（下関市）
日本体育学会　第62回大会（鹿屋市）
Space-Forum	2011
Dedicated	 to	 the	 50th	Anniversary	 of	 the	
first	human	space	 flight	by	Yury	Gagarin	
（Moscow）
日本臨床スポーツ栄養学会（日野市）
第89回日本生理学会大会（松本市）
＊：前号未登載分
